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館山市の文化財行政と財政について

赤山地下壕はなぜ残ったか？
日本国憲法と館山市の文化財保護の「奇跡」
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館山市、戦争遺跡を
活かしたまちづくりへ



東京湾要塞関係

館山海軍砲術学校関係

館山海軍航空隊
洲ノ埼海軍航空隊関係



今なお続いている
戦争遺跡の保存の呼びかけ





赤山地下壕
2004年一般公開

2005年市指定文化財























１．はじめに

２．赤山地下壕との出会い …市有地の再発見

３．戦跡調査の愛沢先生との出会い

…文化財保護の指定基準

「近世」から「近代終戦時」に

４．新憲法のもとで赤山地下壕などの

基地跡地の利用はどう考えられたか

５．市民プールは平和日本への出発のはずが暗転に

６．それでも赤山地下壕はなぜ残ったか

…その功労者をあなたはどう考える

７．赤山地下壕の地層や断層について パネルの提案

８．市の財政再建について



戦跡保存のあゆみ

• 1989年 調査開始

• 1993年 千葉県歴史教育者協議会安房集会開催

• 「学徒出陣50周年 洲ノ空・館砲展」

• 戦跡ガイド開始

• 1995年 「戦後50年・平和の集い」

• 1996年 里見氏稲村城跡を保存する会 発足

• 1997～99年


